
議会運営委員会議会改革検討小委員会 

次   第 

 

 

                 日時：令和８年３月 11日（水） 

                                   議会運営委員会終了後  

                                 場所：議 会 運 営 委 員 会 室  

 

 

 

１ 開 会 

 

 

 

 

２  京都府議会の選挙区・定数のあり方の検討について 

 

 

 

 

３  その他  

 

 

 

 

４ 閉 会  



資料１ 

議会改革検討小委員会 参考人（修正案） 

 

 

 

１ 日 時 

令和８年２月５日（木）令和８年４月６日（月）午後１時 30分～午後４時 40分 

 

２ 場 所 

京都府庁 議会棟３階 第６委員会室 

 

３ 参考人 

京都大学法学系（大学院公共政策連携研究部）教授 原田
は ら だ

 大樹
ひ ろ き

 

 

４ 聴取する意見 

「地方議会・議員の役割や選挙区・定数のあり方について」 

〇主な内容 

・府議会・議員の役割（地域代表としてのあり方） 

・議員総定数の考え方（規模、増減の効果・課題） 

・選挙区の考え方（区割り、1票の較差、合区、1人区/複数人区） 

 

５ 略 歴 

・専門分野：公法学（行政法学） 

・主な経歴：三重県選挙区及び定数に関する在り方調査会 委員（令和元年～２

年） 

総務省「地方議会・議員のあり方に関する研究会」構成員（令和元

年～２年） 

京都府情報公開・個人情報保護審議会委員（現職） 

・論 文 等：「多様な民意を反映できる選挙制度への転換を」（月刊「地方議会人」

９月号（2024年）） 

「都道府県議会議員の定数配分規定の適法性－最判令和７・１・28」

（法学教室 2025年５月号（536号）） 



議会改革検討小委員会 参考人招致の委員会運営について（案） 

 

 

１ 運営方式 

当日の運営は、常任・特別委員会運営に準じた方式で行う。 

(インターネット中継を除く。) 

〇時間目安：13:30～16:40  ・参考人説明 60分 

・休   憩 ８分 

・質    疑  122分 

 

２ 質疑の順序・質疑時間の割当 

(1) 質疑の順序は、大会派順とする。 

(2) 質疑時間は、会派一律分に委員数按分を加えた時間とする。 

【各会派割当時間】自民 42分、維国 20分、共産 20分、府民 20分、公明 20分 

※下記「質疑順序・割当時間の計算」参照 

 

３ 委員外議員の発言 

  委員の発言終了後、所属会派の持ち時間があれば、委員会に諮って許可する。 

 

４ 資料等の使用 

  質問は口頭で行うことを原則とする。資料等を使用する場合は、事前に委員長に申

し出て了承を得るものとする。 

 

５ 委員会の記録 

  会議録作成の補助手段として、録音機器を使用する。 

 

６ その他 

  その他運営に疑義が生じた場合には、各派の意見を踏まえ、協議の上で委員長が決

定するものとする。 

 

（参考）質疑順序・割当時間の計算 

 

◆質疑順序  自①→維①→共①→府①→公①→ 

自②→維②→共②→府②→公②→自③→自④→自⑤ 

 

◆割当時間の計算 

〇会派一律分 

１会派当たり５分(全体：５分×５会派〔自民、維国、共産、府民、公明〕＝25分) 

〇委員数按分 

   （全体時間－「会派一律分」）×（会派委員数／５会派委員数） 

（120－25）×（５／13〔自 民〕）＝36.5分   

（120－25）×（２／13〔他会派〕）＝14.6分 ※質疑時間確保のため端数切り上げ 

 

⇒割当時間〔自 民〕５分（会派一律）＋37分（委員数按分）＝42分 

〔他会派〕５分（会派一律）＋15分（委員数按分）＝20分 

（４会派合計：20分×４＝80分） 

資料２ 
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資料３ 

選挙区・定数のあり方の検討の進め方について（修正案） 

 

１ 現状の整理  

・事務局より、これまでの定数議論の経過および推計人口に基づく選挙区の状

況について説明あり。  

・令和７年に実施された国勢調査の速報集計は令和８年５月以降に公表  

・推計人口は傾向把握には有用だが、定数・選挙区の議論には国勢調査の速報

集計を用いるべき。  

  

２ 検討の進め方  

（１）国勢調査結果公表までの期間  

・「議会・議員のあり方」についての議論を先行して実施。  

・議会の機能を保ちつつ、住民の多様な声を反映するために必要な要素とし

て、議員の役割・定数・選挙区の考え方を整理するために、参考人を招致

し、意見聴取と質疑を行う。  

・小委員会で議論を深め、議員の役割や定数・選挙区の基本的な考え方を共

有・整理。  

 

(2)国勢調査結果公表後  

・公表された国勢調査の速報集計をもとに、選挙区・定数の具体的なあり方に

ついて議論。  

・小委員会として、令和８年９月定例会の補正予算等議決日までに答申をまと

める。  

  

３ スケジュール（令和７年度〜令和８年度）  

時    期 内       容 

令和７年 12月  
・小委員会にて「議会・議員のあり方」について

の基本的議論を開始  

令和８年 1月〜3月  

・参考人招致による意見聴取・質疑 

・小委員会での議論・整理 

・参考人招致案の確認 

令和８年 4月～5月 

（委員改選まで） 

・参考人招致による意見聴取・質疑 

・小委員会にて議論の中間整理（議員の役割・定

数・選挙区の考え方など）  

令和８年 5月以降 

（委員改選後） 

・国勢調査速報集計の公表を受け、選挙区・定数

の具体的議論を開始  

令和８年 6月〜8月  ・小委員会での各論整理・答申案作成  

令和８年 9月定例会  ・補正予算等議決日までに答申を提出  

 


